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会 fe とは、中 W では会決 
などが終えたあとに，体の 
体调をととのえる為にいた 
だく粥であわよく食され仏 


W 料 U 人分} 

白菜•竹の子 • にんじ人 
こまつな-豚肉*長ねぎ 
しようが〈少々 >• 




お正月の気分もままならぬ受 
験生諸君。 E 1 の餉に迫った日程 
を横目で見ながらの今日このご 
ろでありましよう。 t . 3って 
何が出来るわけでもないが、さ 
さやかながらちよつ t 楽しい、 
バラエティ ー®かな夜食をわが 
r えくてびあん j がご披«いた 
しましよラ。 

受驗生のみならず吿樣《>おた 
めしあれ、なかなかいけますぞ„ 





玄米•小豆粥 

げんまい•あずきがゆ一 
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料料 （ 2人分 ） If 

マ:乂 い： •• :? 

小 S . 大さし2 三ッ葉 . 少々 

梅千し . 丨コ しら T 千 .•' 少々 


浮津宏手さん 
自然食研究家 
〈西砂町5 丁目) 

玉葱雑炊 







mu : ポイン』卜 


| iK 4 

桜えび • キャベツ • ビーマン 
山芋*，ーズ‘かつお節 - ft 
ねぎ•たま：:••のり•小变粉 
白子干し，すりごま‘みつば 





























斑訪の森コーラス 

10周年記念コンサこ:卜 1 



日時* 1 的帷1月24日® 
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漢字テスト® 


スト立川入‘叹: 

_ 

'0 題: 


いつも、 

暮らしの； KA 。 

永ぃぉへさ‘あぃを人 W に. 
竹さまり公^んを 
ぉ了以•しれ 

$焰王鎅行 
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(月丨回発行） 
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る1これは latt 当時からの t の 
であるが、 last 時代は、令んら 
れた仕事を決められた時 m だけ 
していれば•それで良かつた • 
しかし、この«の分别.民©化 
では•令え.*; i れた化革以外に • 
fate 的に何かをするよぅな人 H 
を：^ることが*要なボィントだ 

つた" 

俗にいぅ " iii 
方 U の丸*的な 
根生から‘ 

№1??へのサ—ビ 
又を^ r .- H«t 
扩る企菜人への 

^ 換である- </\兮にっづ i 



た為で*る•もっ tt * Rw *& 
後^地域社会との密葙をより 一« 
阴るベく •今後は以前のように仲 
びる傾向にあるようだ。 

さて•その忐水駅&であるが • 
昨年は『ベスト立川人 KJu /- ii !} 
ばれ•既に、お舫をご ff 知め方 t 
多いことと B う” 

鈦住則 ra をご K いただけばお判 

りのように、囚鉄時代：：： 

して JK .« nli : 旅客欽逍脒初の立 
川 K 及である ♦1 H うなれば二つの 
組 IA をまたにかけた駅艮であり* 
そういう想味においては志水氏も 
また•多くの [ a 鉄 wufMI 枝•拽雑 
な心坶であったに速いない* 

志水氏が立川畎&として就任 I 
たのは •«!» が分剂 . K 赏化 S れ 
る lr 月前のことだった*%に J 
Kit 行に ra する迚の aRM 趙は« 
決•収抬の方向に向っていた U そ 
の中で 11* の Mwa § co : e ' s 2 l 
改¥だつたという • 

R の w 務というのは • ftmR 毎 
に担当邡7?と時閗を定められた 
ダイヤ♦に m つて isi められ 



立川駅長 i 


②中妤明 



四4^ 志 Thr^f 

{昭和*/;二 年！ 一 Hi 猊在) 
立川駅の R 良は垛在の志水 JiT 
氏で"ちょぅど四- H < 目に当たる-<> 
立; II 駅栗15®年まで*あと一 
_りあるが*保に TI 年として. 
歴代駅泜の fffift で刺ってみると • 
一人の平均就住朗問は二年卞とい 
ぅことになる「ところが，案際に 
はもっ t パラつ きがあつて •& い 
方は-:1年から•奴かい友は一年に 
说たない方まで桠々である ■ Mfr : 
期間の叫確なところでは、ご 一 ft 
駅 } i の中 sm 次郎氏(昭和- E 年 
三 H 彳同1.六年二月)から2?役め 
志水 K 良まで•四十八年！！で一•卜 
九人の iKli が就住した“一人平均 
一.七年，単紱計»1-れば，中1 

侦次邱氏以 lili の五±一^ - m は十 I 

人で拘当したことになリ•平均 a 

益問は四 •!: 年と、後半 si -• 

八<2に t なる"これ： ynn 集当^ 

から昭和初期にかけて、駅 Ji の就 

itsra は四丨 E 年が tf - 通であ r た 

のに対し•後 1 - h は att の人取上め 
K 点から•ニザが ii 例とされて米 


れ«兄坌粒を会場に「羽 f 板し 
の副作か行なわれた m 導にあた 
られたのは•同兄 frl 館の岩蜻利治 
先生 <愛称•ニッちゃん)である 
が，ここに集ぅ子 i には何んで 
も自分で自 i 的にさせるのが指4 
方針とか •+«]! ものびのびと • 
活動している•『羽子板」を作るに 
t •多少の曲りや^はあまリ汍に 
せずにテ V ホょく作る勢いは，わ 
れら{老いた t の)にはまねが出 
來ぬ技である；*近の+は•刃も 
のを使えない . j などと B われ 


ますが•ここに^つた子供 it には 
あてはまらぬ莒窠のよぅである* 
周りで a ていても•ハラハラす 
るよりも W もしく思えるから不思 
la である•いよいよ完成した「羽 
+板」を手に，はね d 全とあ 
いなるわけである•それぞれの思 
い思いの絵をあしら r た『羽子板」 
は、世界に一本しかない『羽子板」 
である•いざ*拭含へ/作つた 
のは - »羽- f 板 j だけではない•ネ 
ツトも•表彰状もで^ i * ま？にハ 
ンドメイド«ねつ^<全である* 



.& えば多くのユニークな A 川人 

がこんなにいらつしやるとは思い 

t よらないしだいで•また色々な出 

氷' t. もありその中からつ取り出 

f だ紹介もょろこばれたょうです- 

今年の犄»として、立川の近网 

の方が多く米闼くださリ•大さな 

rafi めていたことでしょ' 

また•以前立川に ff まわれてい.た 

方が•立川の抒子を知りたいと n 

うところか.らの来^も多かつた" 

仝場に於て：！ rr.7-Hffi の方同志 

か立川のことについてあるい li• 

芥界の岑門妁な交流の場として利 

用された•來展の方には•茲れの 

お忙しい中にお越しいたださ ^ n 

に^^うございました • 

では* 7へスト立川人 • M - S 8 J 

W 佃の、その B ま^—— • 


去る-月 10 日 §、> r . 川-!^ N ^ 八 

中学校において立川 ltlirtSIE *10 

ヶ分 Da にょる「出忉式 4. がおこなわ 

k た • 3日は*咕 X にめ ぐ ま/ L ガ 

I ルス々ウト奥奶⑽団* mfflKK 

め行進を始め、&部隊がそれにつ 

づいた • «« に irt 防申による I 杏 

放水が fr なわれ式典を盛り上げた" 
上空には虹が浮びあがりフィナ 
I レに華をそえ•無事柊 f された， 


近ごろでは、何かを自分で作る 
といつたことがとんとなくなつて 
し1つたようであります。まして 
や『羽子板」と|»けば、 a ねつきと 
首うよりも時®の飾りものに化し 
てしま y 華やかさばかりが目につ 
いて ti うようであります。そこ 
で涠嚏 : a か•」作った r 羽子祓 J で、 
ir / ひとめ•ふため•みやこし•よめ 
ご•いつやの * c かし•ななやの • 
やくし•二このつ•とう」と“又 - D 
ご存知ありませんか？•こめ数え 
歌を背で«いながら、はねつさを 
するのが、本式というもの" 


第3回「ベストヶ;||人 • 展'87」 

も： c 後?5の方々 S び. ft スタ. 

フのご 1 A 力を III も/咋午 12 H 17 

日から23日の-週 Itll にわたる¥ 

<鼷も铱況の内に閉顷すること 

が出米ました巾 



iH 如处だよ」 




節分をむかえます t,tt の 
ぅえで J0 ょぅ r すが • 
ょだまだ ^ さは较さそラで寸 * 
t 足 ¥ い 1*J が ^ るかも L 
れ i せん • 一 ^ うぞお ^lfll : お 
1 越 L ください*おちしてい 
ます • 
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•日時 



2月 nntb 
* r »2 時彳4!¢ 

_ 卸本尊 •.* 如{土物鮪をはじ 
め tL て峡 M など S りだ <さ 
んの用 ft がしてござい i す • 

■ 立 川市 M { 成人 > に限らせ 
て瑣き it* 

•お 中し込み 
U 「えくてび 

/J ん • コン * 

二ォン」「本达 
E を手拽して ' 

| れた人 ) へ • 

工房から^^^ 

•先 A</) 初め•立川八中にて「出 
W 式」が行なわれました • f ルス 
々ゥトの行 it に： s まリ•兄丰な m 
防中一济放水で式! IH を柊了し f-* 1 *; 
が•何か6の足〇ない H 分•そ -a 
もそのはず • 「逡兄同好全 j のはし 
r 來リが見られなかつた. 春風 物 
の少なくなってきた Sr 今•私^-、 
そ (i 荣しみにしたい•また、無くな 
らないことを切！るしだいです" 
• llinn と tc うものは不圯谏なもの 
で•半によつて t 牛れる人 ft か少 
なくなるようで•昨そのひと 
つです〇その反觔でしようか’今 

' . : V /, 

名の成人者が a 生しました❶ ft る 
からにん人の瓯睞ではありました 
が • になつても式 SFU 人らず 
にいる姿 a まだまだのよひ 
たひたと存の潮打つ f てびあん 

; tt 5 石轉”纛 s ? 

SSY 

Itrfl 一天 * fftft s - ^ 
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字： m に一字押入を試みょ • 

✓0^ s Jb 

lKt 焊 
十年 日 



「子 m もよぅ^ xyKtii •その 
時 m を何かしなければと思い 
まして•いろいろと f てい 
るお9に r * 年^一!教室生徒 
«粜.初心-«肽迎，の义を！：： 
にいた.…/ 


に t かかわらず敉«へ足を向 
けまして *aft が a るかに下 
回つておりましたので、八れ 
ていただ冬ました！！とは•今 
n の衣紙をいろどつてくださ 
つた， ffl 松町三丁0にお住ぃの 
宮呤和子さん•当 W の名から 
「榭の佥 J となり、^2：光生 
のご^#を2!ぎボザ—ル 
回•多摩竑合英衛珉に 2E の 
人遘とその実力のほどがしれ 

ょぅ•「辛い時は . 」と何え 

ば1キャンバスを»る時です 
ね…：一と入迸までの idfl をこ 
の一! U ： の中に iff 「てくれた* 


「ベスト 

立川人 • 

8; f B 7 J 

-1 v;sis 吿 

































































ちょっとドライブ 
の手を休め、 $. s に立 
ち寄る:》ドアを開け 
ると*早く威努のい 
い声と笑顔で迎えて 
くれる彼女たち。ドラ 
イ パーの 痕れまでも 
吹きとばしてしまう 
わが街の SS ガール 
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神办 J 











